
20
21

ラオス⼩児外科
プロジェクト
2021年度 事業報告



活動報告

 ラオス�の�材は�く�在せず、知識を得るための⼿�が�られて

いる現状があります。こういった⾯への�援も現地から�い��を受

けて⾏ってきていることです。

2021年度は⽇�の�科書「���⽣児�科�」(����⽥昭男�・�
����）の英�が⾏われ、現地の�師と協働のもとラオス�への翻

�が開�されました。2022年度も�き�きラオス��の「���⽣児
�科�」が作成を⾏い、ラオス��の「���⽣児�科�」の�科書

が�成される予�です。

��、我々がラオスと協働のもと作成したラオス��の「���⽣児

�科�」は、ラオスの⼩児�科専⾨�制度において、⼩児�科��成

に使⽤されていく予�です。

デジタル教材の作成

オンラインでのセミナーや症例検討会
 2020年度に�き�き、�6科⽬15⽇間の�義が��指��の�
成を⽬的として��されました。

2021年度よりラオスで開�予�だった⼩児�科�専⾨�制度は
COVID-19の��により�期となっていましたが、2022年9⽉に正
式に開�予�です。これに�い、専⾨�制度の⼀貫として、我々

の�援のもとに⾏う専⾨���者向けのオンラインセミナーも

2022年度より順�開�しております。
 �例���については、2021年度は�4回開�されました。
リアルタイムで��が必�な�例について��されたこともあ

り、�例����にラオス��師より�例の�事を�告を受けた

こともありました。ラオス��師とディスカッションし現地の状

況を�みながらの�援ができる�活動を、��は他�種を�き�

みながら⾏っていきたいと�えております。

遠隔コンサルテーション
 2020年度から⽇���師とラオス��師の�がりをもとに、 
⾃�発⽣的に⾏われるようになった��での�例のコンサルテ

ーション。2021年度はこれをシステム�し、�⽤していくこと
を⽬標とし活動を⾏ってきました。

⼩児�科�の�成という技�⾯での�援を主とするプロジェク

トにおいて、��のみでの�援を⾏うことは�易ではありませ

んでしたが、��にリアルタイムで�例に�するやりとりをす

ることで、現地にいるに�い助�ができるだけでなく、これま

で���援だけではわかりづらかったラオスの�情や�題も�

らかとなってきています。��もこのシステムをより�⽤的か

つ��性あるものに��させていく予�です。



 2021年度のテーマは「ラオスにおける�⽣前��と周�期�療の現況と��」と題し国�シンポジウムが
開�されました。⽇���師からは⽇�の�⽣前��と周�期�療の現況と��、��の�例、そして倫理

的�題に�してが発�されました。ラオス��師からは、ラオスの�⽣前��の�界と必�性について、そ

して��ラオスで周�期�療を発�させていくための�筋が��に⽰されました。ディスカッションでは⽇

���師とラオス��師でラオスの�⽣前��と周�期�療の�題を①技�⾯②倫理⾯③��⾯の3�向か
らディスカッションが⾏われました。

⼩児�科の�療成�をあげ、�⽣児の��率を減らすためには�⽣前��と周�期�療の発�は必須�題で

あり、この�題�決へ向けたラオス�の��が�常に�じられる国�シンポジウムとなりました。

第2回⼩児外科国際シンポジウム

活動報告

 2022年度は、COVID-19の��により�期となっていたラオスの⼩児�科専⾨�制度が正式に開�され
ます。また、�井がプロジェクト・マネージャーとして2022年4⽉よりラオスに�任し、より現地のニー
ズを捉えながら活動を�開していくことになると�えられます。さらには2022年5⽉よりラオスの国�が
開�されたことを受けて、当���していた⽇���師の��も現�的なものとなりました。

プロジェクト3年⽬となる�年、�⼤成となるような�援を⾏っていきたいと�えております。

2022年度の活動に向けて…

2021年度会計報告（⾃⼰資⾦） 202２年度予算表（⾃⼰資⾦）
（202１年度繰越⾦含む）


